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特　記　仕　様　書

弘前市大字津賀野字浅田1273

令和７年６月

令和７年度　津軽広域クリーンセンターNo.１破砕ポンプ修繕工事



第１条（適　用）

第２条（適用範囲）　

第３条（施工内容）
　施工内容については、別紙及び図面のとおりとする。

第４条（現場検査及び試験）
１．機器及び材料の製作完成後、必要に応じて発注者の立会の上検査及び試験を行うことがある。
２．試験に必要なもの及びこれに要する消耗品等はすべて受注者の負担とする。

第５条（施工期間）
施工期間は、別紙のとおりとする。

第６条（環境配慮に係わる取り組み）　

第７条（暴力団又は暴力団関係者による不当介入に対する通報・報告義務）

第８条（そ の 他）　　
１．施工中は、安全確保及び災害防止に努めること。
２

３

４

５

６．その他細部については、発注者の指示を受けること。

．施工中に破損箇所を発見し、又は損害を与えたときは、直ちに発注者に報告しなければならな
い。
．受注者は下請契約を締結した場合は、その下請金額にかかわらず、速やかに報告書に施工体制
台帳等を添付し提出すること。

　この特記仕様書は、津軽広域連合（以下「発注者」という。）が発注する表題の本工事に適用す
る。

　本工事は、契約書、図面（縦覧用設計書を含む。）並びに法令、その他特別の定めによるものの
他は、本仕様書に準拠するものとする。ただし、本仕様書等に特に定めのない事項については、監
督職員と協議の上、その指示によるものとする。

　受注者は、発注者が実施する環境配慮に係る取り組みへの協力要請に対して、可能な限りこれに
協力すること。なお、仕様書で指定されている項目以外については、あくまでも協力のお願いであ
り、取り組みを強制するものではないが、可能な限り実施すること。

　受注者は、受注者及び下請負人に対して暴力団又は暴力団関係者による不当介入があった場合
は、警察及び発注者へ通報・報告しなければならない。また、警察の捜査上必要な協力を行うもの
とする。

．作業にあたっては、運転中の機器類に影響を与えないよう十分注意し、又、火気の取扱にも十
分注意して作業すること。
．施工にあたり、建物、工作物その他備品に対し故意又は重大な過失により損害を与えたとき
は、受注者は損害を賠償しなければならない。
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第９条（提出書類）
　　今回工事で提出する書類は、下記表の提出区分に「○」を付した書類とする。ただし、下記
　表の提出区分に「○」が付されていない書類でも、必要な場合は提出しなければならない。

提出
区分

名 称 提 出 期 日 部 数

修 繕 着 工 届

工 程 表

工 事 内 訳 明 細 書 〃 1部

下 請 報 告 書 （ 様 式 第 １ 号 ） 下 請 契 約 締 結 後 速 や か に 1部

〇
現 場 代 理 人 及 び
主 任 技 術 者 等 届

着 工 時 1部

支 給 材 料 受 領 書 引 渡 時 1部

貸 与 品 借 用 書 〃 1部

〇 修 繕 完 成 検 査 申 請 書 工 事 完 成 の 日 1部

〇 修 繕 引 渡 書 工 事 完 成 検 査 合 格 後 1部

○ 請 求 書 〃 1部

〇 施 工 計 画 書 着 工 前 及 び 必 要 の 都 度 1部

CORINS 登 録 内 容 確 認 書 工事登録内容確認書が返送されたら速やかに 1部

施 工 体 制 台 帳

施 工 体 系 図

材 料 試 験 成 績 表 工事完成の日から5日以内及び必要の都度 1部

○ 出 来 形 管 理 図 表 〃 2部

品 質 管 理 図 表 〃 1部

安 全 訓 練 等 の 実 施 状 況 〃 1部

火 薬 類 使 用 計 画 書 着 工 前 及 び 必 要 の 都 度 1部

工 事 事 故 報 告 書 監 督 職 員 の 指 示 す る 期 日 1部

現 場 発 生 品 処 分 報 告 書 工事完成の日から5日以内及び必要の都度 1部

建 設 業 退 職 金 共 済 組 合 の
発 注 者 用 収 納 書

工事契約締結後１ヶ月以内及び
工 事 完 成 時

1部

履 行 報 告 書 毎 月 1 回 監 督 職 員 の 指 定 日 1部

工 事 に 関 す る 承 諾 書 着 工 前 及 び 必 要 の 都 度 1部

再 生 資 源 利 用 促 進 計 画 書 〃 1部

再 生 資 源 利 用 計 画 書 〃 1部

現 場 代 理 人 等 兼 務 届 〃 1部

火 災 保 険 等 の 証 書 写 し 保 険 契 約 締 結 後 速 や か に 1部

※1 マニフェスト(写し)の提出はＡ票とＤ票の写し。（工事写真に搬出状況，搬入（計量）状況等の写真を添付すること。）

摘 要

〇 契 約 締 結 後 10 日 以 内 1部

下 請 契 約 締 結 後 速 や か に 1部 下請業者を使用した場合に提出

○ 工 事 写 真 〃 2部
 工事写真全部

 着工前完成時

 非火薬品（破砕薬）含む

 マニフェスト，写真※1

 掛金収納書の写し

工事材料

下請業者を使用した場合に提出
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別紙

１ 施工理由

２ 工事場所

弘前市大字津賀野字浅田1273

３ 工事期間

契約締結日翌日から令和7年11月28日迄

４ 施工内容及び仕様

破砕ポンプ修繕工 N=1式

1) No.1破砕ポンプ修繕 N=1台

[交換部品]

・破砕羽根車 N=1個

・切刃 N=1個

・格子 N=1個

・シュラウドリング N=1個

・オイルシール（No.43） N=2個

・オイルシール（No.48） N=1個

・ロックワッシャー（No.114） N=1個

・Oリング（No.5） N=1個

・Oリング（No.55） N=1個

・Oリング（No.18） N=1個

・Oリング（No.11） N=1個

・Oリング（No.50） N=1個

・スリーブ N=1個

・Oリング（No.65） N=1個

・Oリング（No.123） N=1個

2) 破砕ポンプ現場操作盤修繕 N=1面

[交換部品]

・電流指示計（110×110角　0～60A　赤針付） N=3個

［既設 No.1破砕ポンプ仕様］

： ハスクバーナ・ゼノア㈱

： KDV150-TS

： 0.21 m3/min

： 16 m

： 1,440 rpm

： φ150 ㎜

： φ100 ㎜

： 11 kW

その他図面のとおり

５ その他

1）施工完了時には試運転により正常動作を確認すること。

2）撤去品は引取り搬出処分とし、適正に処理を行うこと。

吐 出 量

型 式

メ ー カ ー

　津軽広域クリーンセンターにおいて、No.1破砕ポンプが経年劣化により性能が低下して
いることから、消耗部品の取替・調整等を行い、当該機器の機能維持を図るため。

出 力

吐 出 口 径

吸 込 口 径

回 転 数

全 揚 程
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